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鈴木明彦'：徳島県鳴門市へのオウムガイの漂着
AkihikoSuzuKI1：StrandingofMz""姑加”鋤悶onthebeachofNarutoCity，Tokushima
Prefecture,southwesternJapan

オウムガイ（ⅣZz"""s加’”j""sLinnaeusl758）は、

太平洋熱帯海域に広く生息する頭足類の一種である．一

般にオウムガイ類は,水深50～600m前後を垂直に移動す

るため，殻の内部に浮力を調整するための隔壁椛造を

持っている．このような特殊な構造をもつので，オウム

ガイは死後も殻の内部に海水が浸入しない状態で，長期

間にわたって浮遊することがある.そのため,海流によ－

て本来の生息域から離れた海域へと運搬され漂着するL‐

とが報告されている（Hamadal977など)．また，日本

列島沿岸へのオウムガイの漂着記録に関しては，浜田

(1965,1966)，中西（1990)，池田ほか(2006）など多数

の報告がある．

今回，錐者は徳島県北東部の鳴門市千鳥ヶ浜（図1

において漂着オウムガイを採集したので報告する

鳴門市千鳥ヶ浜は，鳴門海峡に面した鳴門市北部に位

世する．この付近には白亜系和泉層群の堆積岩類よりな

る岩石海岸が連続し，その間にいくつもの小規模な砂浜

海岸が見られる

オウムガイは，2005年9月8日，千鳥ヶ浜に漂着して

いた(図2)．漂着地点は砂浜の高潮線にあたり，オウム

ガイは木片やプラスチック浮きなど浮遊性の漂着物とと

もに存在しており，これらとともに砂浜に打ち上げられ

たことが窺われる

漂着オウムガイは，殻の一部が破損しており（図3)．

殻長118.2Ⅲ､＋，殻高96.3mm，殻I隔72.3mmであった．残存

部の殻の表面には明瞭な火炎模様が見られた．開口部の

大半は破損していたが，螺層部はほぼ保存されていた．

なお，殻表面と殻口内壁には石灰藻類とイシサンゴ類の
付着が認められた．

図1．徳島県におけるオウムガイ漂着地点．
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図2・鳴門市干胤ヶ浜の漂着物．

1．高潮線の漂蒲物，2．オウムガイの漂着状態．
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図3．漂蒋オウムガイ．
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日本列島の周辺海域におけるオウムガイの潔着は,ﾎIz洋側では茨城県以南,日本海側では秋田県以南の海
岸より報告されている（浜田1965；Hamadal977；中西1990など)．しかし，漂着して採集される試料は，

多くの場合破損が激しいことから，詳細な記録が報告されたものは限られている（浜田1965；池田ほか

2006)．

オウムガイは，産地により殻の火炎模様に変異が灘められる･今回採集されたオウムガイの殻の火炎模様は，

フィリピン近海に生息する一般的な個体に見られる模様に類似していた．また，殻口内壁における付着生物の

石灰藻類やイシサンゴ類の存在(浜田1965)は，長期間の海洋浮遊を指示する．また，開口部の不規則な破損

状態（Wani2004）からみると，激流後打ち上げの直前に破損したものと推定される．

今回，オウムガイの溌着と同時に南方系植物種子のモモタマナが採集された．徳島県では，各地の海岸でモ

ダマやゴパンノアシなどの黒潮に由来する南方系種子・果実が採集されている（茨木2003；池測・茨木

2005)．また，2005年9月上旬に大型の台風14号が溌蒋地点の北を通過しており，南から東よりの強風により，

今回のオウムガイが鳴門市千鳥ヶ浜に打ち上がったと考えられる．
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